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事前準備（クラウド）編
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システム概要

本システムは、iPadアプリとクラウドを連携し、クラウドでのデータ一元管理により、点検作業の高度化・
効率化を図るものです。従来の方法との違いは、主に以下のポイントです。

Point１ クラウドによるオンラインでのデータ一元管理

Before

After

クラウドの活用により、
データの変換や受渡しが不要になる

UAVデータ等も格納可能

Before

After

帳票ファイルの作成・管理が不要

Point２ 位置情報を活用した写真整理

Before

After

iPad上で大縮尺の図面を表示
GPS位置情報をもとに写真を管理

HDD等でのデータ受渡しや
データの変換作業が手間

作業PC iPad

HDD
県PC

業者PC県PC iPad

点検記録を帳票ファイルに出力する
必要があり、作成や管理が煩雑

様式の紙面都合上、写真位置図が
分かり難く作成にも手間がかかる

PC
Excel様式

Excel様式作成作業
や印刷作業は不要

3

業者PC県PC iPad

オンラインで直接編集

+
-



用語の定義 4

砂防関係施設

・砂防施設
（約1400基)

・急傾斜地崩壊防止施設
（約900区域）

・地すべり防止施設
（約80区域）

【点検対象施設】
・A堰堤
・B堰堤
・C堰堤

【プロジェクト】
〇〇砂防施設
点検業務

【プロジェクト】
△△砂防施設
点検業務

【点検対象施設】
・X堰堤
・Y堰堤
・Z堰堤

【グループ】
〇〇建設コンサルタント

【ユーザー】
・Aさん（管理者）
・Bさん
・Cさん

・プロジェクトと点検対象施設を紐づけ
点検結果の登録や編集を行います。

・点検対象施設の紐づけは点検実施者
（受注者側）が実施します。

・グループは発注者にて設定します。
・ユーザーは利用者で追加・削除等を

行い管理します。
・システムログインのIDパスワードは

ユーザー単位で発行します。
・プロジェクトはグループに紐づきます。
・ユーザーはプロジェクト工期内で点検対象施設

の情報の閲覧や編集が可能です。
・工期終了後も90日間は閲覧・修正が可能です。
・プロジェクトの新規作成は点検実施者（受注者側）

が実施します。

・グループ：会社、JV企業体、所属など

・ユーザ ：グループに所属する利用者（要メールアドレス。メーリングリストも利用可能）

・プロジェクト：点検作業の名称（委託業務名称など）

・点検対象施設：プロジェクトで点検を行う防関係施設



基本的な操作手順（事前準備） 5

１．新規プロジェクトを作成する

２．対象施設を点検リストに追加する

４．iPadを起動し、二次元バーコードを読取り

５．前回点検データをダウンロード

３．プロジェクトの二次元バーコードを発行 １．新規プロジェクトを作成する

２．対象施設を点検リストに追加する

４．iPadを起動し、二次元バーコードを読取り

５．前回点検データをダウンロード

新規グループ・ユーザを作成する

必要に応じて追加ユーザを作成

３．プロジェクトの二次元バーコードを発行

データ登録（図面、前回写真）を行う

：PC：受注者（点検者） ：発注者 ：タブレット ：初回利用時のみ

＜基本的な事前準備の流れ＞ ＜システム初回利用の事前準備の流れ＞



6

画面構成及び機能説明（クラウド）

①プロジェクト管理関連



画面構成 ①プロジェクト管理関連 7
プロジェクト管理関連画面は、システム利用のための業務名の登録や点検対象施設の紐づけなど初期設定を行いま

す。

ログイン
プロジェクト一覧

プロジェクト詳細（追加・編集）

点検対象施設の紐づけ設定



画面構成（クラウド） 8
プロジェクト一覧画面

ログイン中のユーザに紐づいたプロジェクトの一覧が表示されます。

状態、種別、プロジェクト名、
所管事務所、点検業者、期間、
ユーザーグループで絞込み検索

実施中、完了の
状態を表示

点検対象： 施設の点検データにアクセスできる施設一覧画面に遷移
詳細： プロジェクトの諸元や、紐づける施設を編集できるプロジェクト詳細・編集画面に遷移
二次元バーコードアイコン： iPadに施設データを読み込むための二次元バーコードを表示



画面構成（クラウド） 9
新規プロジェクト追加画面

新規プロジェクトを追加する画面

プロジェクト名、種別、所管事務所、
点検業者、工期（自）、工期（至）を入力



画面構成（クラウド） 10
プロジェクト詳細画面

プロジェクトの諸元を表示する画面

プロジェクト名、所管事務所、点検業者、
工期（自）、工期（至）、状態、成果保存先を表示



画面構成（クラウド） 11
プロジェクト編集画面

プロジェクトの諸元や紐づける施設を編集する画面

プロジェクト諸元
を編集

施設一覧には、システムに登録され
ている全ての施設が表示されます。
絞込検索を行い、点検施設リストに
追加したい施設にチェックを入れる。 ＞：点検施設リストに追加

＜：点検施設リストから解除
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画面構成及び機能説明（クラウド）

②点検データ管理関連



画面構成 ②点検データ管理関連 13
点検データ管理関連の画面では、iPadと連携して点検内容の入力・編集・保存を行います。

ログイン

プロジェクト一覧

点検対象施設一覧

点検メディア詳細画面

施設選択

選択

点検対象施設一覧
（地図表示）

進行性確認

図面

施設管理上必須となる

写真帳、進行性評価表、

平面図（点検位置）の形式で

データを表示・編集・登録

任意で使用します
図面を用いた
記録を掲載

点検以外の関連データ

（UAV画像や修補記録）を

一元管理可能な掲示板

掲示板点検総括表



画面構成（クラウド） 14
点検対象施設一覧 点検対象施設の施設を編集する画面

点検総括と地図を
切替え

プロジェクトに紐づいた
施設の一覧を表示 点検詳細画面に遷移

編集状態の設定

編集状態の表示
（画面右上のプルダ

ウンで設定）



画面構成（クラウド） 15
点検対象施設一覧 点検対象施設の施設を編集する画面

点検総括：従来の様式１の点検総括に該当する情報を表示
※表は対象の点検項目のみ

総合的な健全度の評価に関するコメント、
今回点検のコメントを編集



画面構成（クラウド） 16
点検対象施設一覧 点検対象施設の施設を編集する画面

編集ボタンで
新規記事作成、ファイル登録が可能

ファイル数、容量制限は無し

掲示板
UAV写真や補修業務報告書など、
自由に記事を立てて登録できる
フォーム



画面構成（クラウド） 17
点検メディア詳細画面

点検データの確認や編集を行う画面



画面構成（クラウド） 18
点検メディア詳細画面

点検データの確認や編集を行う画面

進行性確認：従来の様式４に該当する、前回点検との写真比較を表示
全写真を表示し、条件で絞込みができる仕様とします



画面構成（クラウド） 19
点検詳細画面

点検データの確認や編集を行う画面
平面図（標準）：地理院地図の基盤に、背景図・補助図面および写真番号が重なった地図

左上のアイコンをクリックすると、背景図面または補助図面の登録、
新規写真箇所の追加、任意の図形描画を行う編集ツールを表示

位置クリックで点検情報を
表示可能



画面構成（クラウド） 20
点検詳細画面

点検データの確認や編集を行う画面
図面：任意の画像を、写真箇所のプロットやスケッチの下絵として使用できます
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基本的な操作手順（事前準備）



基本的な操作手順（事前準備） 22

１．新規プロジェクトを作成する

２．対象施設を点検リストに追加する

４．iPadを起動し、二次元バーコードを読取り

５．前回点検データをダウンロード

３．プロジェクトの二次元バーコードを発行 １．新規プロジェクトを作成する

２．対象施設を点検リストに追加する

４．iPadを起動し、二次元バーコードを読取り

５．前回点検データをダウンロード

新規グループ・ユーザを作成する

必要に応じて追加ユーザを作成

３．プロジェクトの二次元バーコードを発行

データ登録（図面、前回写真）を行う

：PC：受注者（点検者） ：発注者 ：タブレット ：初回利用時のみ

＜基本的な事前準備の流れ＞ ＜システム初回利用の事前準備の流れ＞



基本的な操作手順（事前準備）

手順①

新規プロジェクト作成

受注者はプロジェクト作成画面から

以下の情報を入力して保存し、新規

プロジェクトを作成します。

受注者

・プロジェクト名（点検業務名）
・種別（砂防/地すべり/急傾斜）
・所属事務所（プルダウン選択）
・点検業者（委託業者名など）
・ユーザーグループ（選択不可）
・業務工期（開始日～終了日）

23

＜PC プロジェクト作成画面＞



基本的な操作手順（事前準備）

手順②

対象施設を点検リストに追加

受注者はプロジェクトに対し、

点検対象施設を全施設一覧から選択

して紐づけを行います。

受注者

24

全施設一覧 プロジェクトの
対象施設一覧

＜PC プロジェクト編集画面＞



基本的な操作手順（事前準備）

手順③

プロジェクトの二次元バーコード

を発行

受注者はプロジェクト一覧画面にて

プロジェクトの二次元バーコードを

発行します。

手順④

iPadを起動し、二次元バーコード

を読取り

受注者はiPadを起動し、

インターネットに接続できる状態で、

プロジェクト一覧画面の二次元バー

コード読取アイコンをタップします。

手順３で表示した二次元バーコード

を読み取ると、プロジェクトが一覧

に追加されます。

受注者

25

＜PCプロジェクト一覧画面＞

＜iPadプロジェクト一覧画面＞



基本的な操作手順（事前準備）

手順⑤

前回点検データをダウンロード

プロジェクトの「点検対象一覧」を

タップし、点検対象一覧画面に移り

ます。

左の一覧から施設を選択し、

「DL」ボタンをタップし、前回点検

データや図面データをアプリにダウ

ンロードします。

（複数施設を選択して、一括ダウン

ロードも可能です）

これ以降はオフラインでも作業可能

です。

受注者

26

ダウンロード

＜iPad 点検一覧画面＞

選択



27

システム利用申請手順



システム利用申請手順

組織として初めてシステムを利用する

場合の手順です。

①発注者にて、新規グループ（会社名

等）と代表ユーザが作成されます。

②受注者は、グループ・ユーザの情報と

アプリ引換コードが記載されたメールを

受信します。

③PCでログイン後、必要に応じてユーザ

を作成します。

※ユーザは、プロジェクトメンバーや再

委託先などの想定です。

※ユーザは組織で１ユーザでも運用は可

能ですが、セキュリティの観点から個人

毎の設定を推奨します。

受注者

28

PC 新規ユーザ追加画面



システム利用申請手順

④iPadを起動し、AppStoreアプリを立ち

上げます。

⑤アカウント⇒「ギフトカードまたは

コードを使う」の順にタップし、「コー

ド」に引き換えコードを入力し、「コー

ドを使う」をタップします。

⑥アプリ「SaboへGo!」がインストール

されます。

⑦これで初回のシステム利用申請手順は

終了です。

受注者

29

iPad AppStore画面
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図面・写真位置の事前設定手順



図面・写真位置の事前設定手順 31

１. 新規プロジェクト立ち上げ

３. 写真の位置を地図上で指定

４. クラウド⇒アプリ データ送信

５. 今回写真の撮影・評価・ｺﾒﾝﾄ入力

５. 写真の位置を地図上で指定

６. アプリ⇒クラウド データ送信

１. 新規プロジェクト立ち上げ

３. クラウド⇒アプリ データ送信

４. 今回写真の撮影・評価・ｺﾒﾝﾄ入力

６. アプリ⇒クラウド データ送信

パターン１：事前準備をすべて実施 パターン２：事前準備を一部実施

１. 新規プロジェクト立ち上げ

２. クラウド⇒アプリ データ送信

３. 今回写真の撮影・評価・ｺﾒﾝﾄ入力

４. アプリ⇒クラウド データ送信

パターン３：事前準備を極力省略

６. 写真の位置を地図上で指定

２. 前回点検の写真位置図を地図に重ね合わせ ２.前回点検の写真位置図を地図に重ね合わせ

７. 点検データの確認・修正 ７. 点検データの確認・修正 ７. 点検データの確認・修正

５.前回点検の写真位置図を地図に重ね合わせ

本システムを用いた点検が初めての施設は、図面や写真位置が未設定の状態であるため、次頁以降の手順に沿って設定します。

点検者は、パターン１～３の中からお好みのパターンを選択して、点検を行うことができます。

：PC

：iPad



図面・写真位置の事前設定手順

初期状態は、写真帳に最新点検の写真や評価・コメントが登録されており、地図上に図面が吹き出し表示されています。

写真の撮影位置を地図上に予めプロットしておくことで、現地にて現在位置と見比べて撮影位置に辿り着くことができます。

32

PC 点検記録-写真帳（初期状態） PC 点検記録-撮影位置（初期状態）



図面・写真位置の事前設定手順（パターン１）

手順①

図面を地図上に重ね合わせ

図面は予め登録されており、「地図（標

準）」の下にあるタブをクリックして、

表示することができます。

この中から、地図上に重ねる図面を選択

して、地図上に重ねます。

まず、地図（標準）画面の左上にある

をクリックし、次に をクリック

します。

受注者

33

PC 点検記録-撮影位置

１
２



図面・写真位置の事前設定手順（パターン１）

手順①

図面を地図上に重ね合わせ

ダイアログが表示されるので、以下のよ

うに入力・選択して「保存」をクリック

します。

タイトル：写真位置図

用途：地図（標準）に重ねる

背景図の種類：任意図面

任意図面：写真位置図

受注者

34

PC 点検記録-撮影位置



図面・写真位置の事前設定手順（パターン１）

手順①

図面を地図上に重ね合わせ

地図上に図面（写真位置図）が貼り付け

られました。

地図上の図面をクリックすると、編集

ツールが図面の上部に表示されます。

編集ツールを用いて、図面を縮尺変更・

回転して地図上の施設がある位置に重ね

合わせ、「保存」をクリックします。

受注者
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PC 点検記録-撮影位置

：図面の縮尺変更

：図面を回転

：図面の縮尺変更・回転

：図面の四隅調整

：図面の透過/非透過



図面・写真位置の事前設定手順（パターン１）

手順①

図面を地図上に重ね合わせ

これで、図面を地図上に重ね合わせる作

業は終了です。

場所がわかりづらい場合は、上空から確

認できる施設であれば、左下の地図の種

類の選択で、航空写真に切り替えること

で場所がわかりやすくなります。

＜補足＞

ここまでの作業は、あくまで写真位置の

プロットを補助するためのものであり、

元の写真位置図も正確な撮影位置を示し

たものではないので、図面の重ね合わせ

は厳密に行う必要はありません。

受注者
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PC 点検記録-撮影位置



図面・写真位置の事前設定手順（パターン１）

手順②

図面の整理

図面の吹き出しは施設の代表地点に表示

されるため、複数の図面がある場合は１

か所に固まって表示されます。

この吹き出しを地図上の適切な場所に移

動します。

まず、地図（標準）画面の左上にある

をクリックし、次に をクリック

します。

受注者
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PC 点検記録-撮影位置

１

２



図面・写真位置の事前設定手順（パターン１）

手順②

図面の整理

地図上の吹き出しをクリックしながら動

かすと、吹き出しを任意の位置に移動さ

せることができます。

側面図や展開図のように、地図上に貼り

付けられない図面を用いる際に、吹き出

しが活躍します。

一方で、吹き出しが多いと見た目が煩雑

になるため、不要な図面はこの段階で削

除します。

左側のタブから をクリックすると、

該当の図面を削除することができます。

受注者
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図面・写真位置の事前設定手順（パターン１）

手順③

撮影位置を地図上にプロット

写真一覧-写真帳の画面を開きます。

地図上の撮影位置が未設定の写真は、

のバッジがついています。

をクリックします。

受注者
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図面・写真位置の事前設定手順（パターン１）

手順③

撮影位置を地図上にプロット

地図画面が開きます。

事前に貼り付けておいた図面から、該当

する写真番号を探し、重ねるようにして

クリックします。

右側に表示される編集画面を下までスク

ロールし、撮影向きを設定します。

「保存」をクリックします。

ここまでの手順を写真の枚数分繰り返し

ます。

受注者
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Ｑ＆Ａ



プロジェクトの作成や施設紐づけは誰が行いますか。Ｑ1

発注者、受注者共に設定作業は可能です。
受注者側で設定する運用を想定しています。

Ａ1

同じ施設を複数のプロジェクトに紐づけ可能
でしょうか。

同じ施設は１つのプロジェクトにしか紐づけで
きません。
地すべりは、ブロック単位で紐づけ可能です。

点検施設リストの設定画面で、担当外の施設の紐
づけると内容が閲覧できるが問題ないでしょうか。

委託契約内容に則り、担当する施設のみ紐づけて
利用をお願いします。

１つの委託業務で複数の施設種別（砂防、急傾斜、
地すべり）の点検結果を登録します場合はどのよ
うに設定しますか。

施設種別毎にプロジェクトを設定してください。

例：〇〇点検業務（砂防）
〇〇点検業務（地すべり）

管理事務所を跨ぐ点検業務（委託）の場合どの
ようにしたらよいでしょうか。

管理事務所毎にプロジェクトを設定してください。

Ｑ＆Ａ 42

Ｑ2

Ａ2

Ｑ3

Ａ3

Ｑ4

Ａ4

Ｑ5

Ａ5

タブレットの機種に制約はありますか。

対象OSは、iPad OS 16 です。
※Proである必要はありません。
Androidタブレットは対象外です。

推奨ブラウザはありますか。

Microsoft Edge、Google Chromeを推奨します。

Ｑ6

Ａ6

Ｑ7

Ａ7
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